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■
献
詠
俳
句

【
題
】

　
雑
詠
二
句
ま
で
（
未
発
表
の
作
品
に
限
る
）

【
部
門
】

　
一
般
の
部
・
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・
高
校
生
の
部

■
献
詠
短
歌

【
題
】

　
自
由
二
首
ま
で
（
未
発
表
の
作
品
に
限
る
）

【
部
門
】

　
一
般
の
部
・
小
中
学
生
の
部
・
高
校
生
の
部

■
献
詠
俳
句
・
短
歌
共
通

【
募
集
期
間
】

　
令
和
八
年
十
月
一
日（
木
）か
ら
十
二
月
十
八
日（
金
）ま
で（
必
着
）

■
応
募
方
法

【
電
子
応
募
】

　
電
子
投
稿　
鴫
立
庵
Ｈ
Ｐ
内
［
西
行
祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
募
集
ペ
―
ジ
］
よ
り

【
用
紙
応
募
】

　

�

所
定
の
応
募
用
紙
に
楷
書
で
作
品（
カ
ナ
）・
住
所
氏
名
又
は
雅
号（
ふ
り
が
な

付
記
）・
電
話
番
号
・
小
中
高
生
は
学
校
名
と
学
年
を
必
ず
記
入
の
こ
と

■
応
募
先

　
〒
２
５
５

−

０
０
０
３

　
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
大
磯
１
２
８
９　
鴫
立
庵

第
七
十
回
　

第
七
十
回
　
大
磯
西
行
祭
募
集
要
項

大
磯
西
行
祭
募
集
要
項
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鴫
立
庵
だ
よ
り

　
鴫
立
庵
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
俳
諧
道
場
で
ご
ざ
る
。

　
初
代
庵
主
大
淀
三
千
風
が
開
き
、
現
在
で
は
京
都
の
落
柿

舎
、
滋
賀
の
無
名
庵
と
並
び
日
本
三
大
俳
諧
道
場
と
呼
ば
れ

て
い
る
で
ご
ざ
る
よ
。

今
月
の
短
歌

今
月
の
短
歌

　
季
題
は
「
秋
の
風
」。
秋
吹
く
風
で
あ
る
。

「
春
風
は
朝
に
寒
く
、
秋
風
は
夕
に
寒
し
」

と
い
う
諺
も
あ
る
。
一
人
砂
浜
で
「
砂
を
掬

う
」
気
分
は
、
寂
寥
感
の
極
み
と
言
え
よ
う
。

　

�

（
鴫
立
庵
庵
主　
本
井　
英
）

　
季
題
は
「
風
鈴
」。
軒
端
を
過
ぎ
る
風
に

揺
ら
れ
て
、
美
し
い
音
色
を
奏
で
る
。
学
校

の
教
室
に
「
風
鈴
」
を
吊
る
す
「
友
」
は
、

一
寸
変
わ
っ
た
人
物
か
も
し
れ
な
い
。

　

�

（
鴫
立
庵
庵
主　
本
井　
英
）

　
書
き
初
め
が
入
選
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
大
き
な
「
優
し
さ
」
が
飾
っ
て
あ�

っ
た
の
で
す
が
、
十
二
月
に
も
な
る
と

さ
す
が
に
紙
も
く
た
び
れ
て
き
ま
す
。

優
し
す
ぎ
る
妹
さ
ん
も
す
こ
し
気
疲
れ

し
て
、
そ
れ
を
気
遣
う
作
者
の
視
線
も

含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
下
の
句
の
「
ち
ょ
び
っ
と
く
た
び
れ

て
十
二
月
」
は
、「
句
ま
た
が
り
」
と

言
い
ま
す
。「
く
た
び
」
の
「
び
」
に

ア
ク
セ
ン
ト
を
置
い
て
シ
ン
コ
ペ
ー

シ
ョ
ン
す
る
よ
う
に
読
む
と
、
と
て
も

気
持
ち
の
よ
い
リ
ズ
ム
で
す
。 

�

（
西
行
祭
選
者　
斉
藤　
斎
藤
）

本
多　

健
一

茨
城
県
立
結
城
第
二
高
等
学
校

砂
浜
の 

砂
を
掬
え
ば 

秋
の
風

柳
原　

萌
々
子

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校

妹
の 

書
い
た
書
道
の
「
優
し
さ
」が

ち
ょ
び
っ
と
く
た
び
れ
て 

十
二
月

今
月
の
俳
句

今
月
の
俳
句  

１１

萩
原　

煌
天

茨
城
県
立
結
城
第
二
高
等
学
校

教
室
に 

風
鈴
つ
る
す 

友
の
居
て

今
月
の
俳
句

今
月
の
俳
句  

２２

鴫立庵大使「えんいくん」


